平成２３年度射水市少子化対策推進委員会

及び射水市子ども施策推進委員会会議録
日時　平成２３年１０月２０日(木)

午後１時３０分から　　　　　　　　　　　　

場所　射水市役所新湊庁舎３階
別館302・303会議室 　　

出席者　明橋委員　　　津田委員
　　　石津委員　　　平野委員
楠井委員　　　堀田委員
小林委員　　　前田委員
佐々木委員　　前手委員
清水委員　　　山崎委員
　　　　高島委員　

欠席者　肥田委員
　　　　

事務局　松岡福祉保健部長

　　　　島福祉保健部次長

　　　　倉敷子ども課長
　川室課長補佐

　　　　衞少子化対策係長、田中主任
〈協議事項〉

（1） 射水市次世代育成支援行動計画（後期計画）及び射水市子どもに関する施策推進計画の進捗状況について　　

	発言者
	発　言　内　容

	事務局

石津会長

山崎委員
事務局
山崎委員
楠井委員

事務局

(島次長)

石津会長
事務局

(島次長)

山崎委員
事務局

(島次長)

石津会長
清水委員
事務局

清水委員

明橋委員
楠井委員

前手委員

	（衞係長より各計画の進捗状況説明）
　ただいまの説明や資料の中で質問や意見ないか。
実績一覧にある指標項目２の中の【1歳６か月児・3歳児健診の受診率】が下がっているのは、何か理由があるのか。
県全体的にみられる傾向である。理由はわからない。
子どもの発達を見極める重要な健診であるので、射水市としての理由を知りたかった。
受診されなかった方のフォローはしているのか。
これについては、要援護者家庭訪問事業というのがあり、保健師・栄養士が、受診しなかった家庭を訪問し指導にあたっている。
訪問して、受診しない理由というのはわからないのか。
はっきりしたことは言えないが、おそらく仕事の関係でこられないとか、外国人の方で健診への理解がないとかの理由が考えられる。
健診（フッ素塗布）の様子をみたことがあるが、その騒々しさと人の多さに驚く。待ち時間も長く親子共々へとへとになっている。それなら個人的に歯医者に行ってフッ素塗布をした方がいいという声も聞く。スタッフの言葉に、泣かれた人もいるとか。健診というものは、わくわくどきどきしながらのぞむもの。健診の雰囲気をもっと和やかな楽しいものに変えていけば、受診したいという気持ちにつながるのでは。
健診後には保護者からアンケートをとっている。スタッフの対応についてもフォローし合って改善するように努める。
他にないか。

子どもの権利に関する広報啓発活動という資料もあったので、「権利」という意味合いについて聞いてみたい。私たちは「権利」よりも「人権」と言われたほうがピンとくる。「権利」というと、どうしても所有権を主張するというイメージを持ってしまう。
アンケート調査で、子どもの権利について知っている割合が、42.1％となっているが、言葉を正しく理解している子どもは一体どれくらいいるのか？また、大人でもどれくらいの人が理解しているのかは疑問である。「権利」という言葉を使って広報活動していく限り、ずっと本来の意味を理解されずに何か勘違いされていくような気がするが、そのへんはどのように考えているか。
　子ども条例に、「子どもの権利」と謳っているので、「子どもの権利」を使用している。今後は、勘違いをされないような広報の仕方をしていきたいと考えている。
　一般の方にとっては、「権利」という言葉を出しても意味は理解されないと思う。私のイメージでは「人権」が近い。

　「人権」と「権利」は違うものだと思っている。「人権」というものは、生きていくために最低限必要な【生きる権利】【育つ権利】【守られる権利】などをさす。これに【参加する権利】が加わると「権利」になる。「権利」には、もうひとつ踏み込んだ、ただ生きていくだけでなく、人として尊厳をもって周りの人とかかわりながら主体的に生きていくということも含まれていく。
「権利」の権は「権力」の権であるため、どうしても「力」のようなイメージをもっていて誤解されやすいが、子ども条例は「権利」でしか伝えられない内容だと思う。
本当は子どもたちに、学校で子どもの権利条約を学んで守れるようになってほしい。学校の授業で教えれば、絶対周知率は上がる。周知率が低いのは学校で教えてない証拠。私も協力するので、なんとか話し合いしてほしい。
子どもたちは、自分たちには意見表明権があり、意見を発表したり主張したりできるということが「権利」であることは知っている。しかし、どのようにして権利を守っていくのかは分かっていない。自分たちの言い分がすべて通り、家庭や学校が言いなりになるということとは違う。正しく理解できていれば、自分の権利を守るためには、友だちや先生の権利も守らないと自分の権利は守ってもらえないということがわかるはずである。よく、子どもの権利を認めていくとわがままを助長するだけだと言う人もいるが、それは全くの誤解。きちんと権利を守ることができればわがままではなくなるはず。先生方も親もそのことをしっかり伝えていけたらいいと思う。
子どもの条例も権利も、最初は「児童憲章」から始まっている。ここをきちんとふまえて広げていけばいいのではないか。「児童憲章」について学校などで教える体制が必要。


（2） 射水市少子化対策及び子どもの施策に関する推進計画に係るアンケート調査結果について
	発言者
	発　言　内　容

	事務局

石津会長
明橋委員

事務局

清水委員
石津会長　
清水委員

石津会長
清水委員

明橋委員

石津会長
山崎委員
前田委員

津田副会長
清水委員

楠井委員
明橋委員

前田委員

津田副会長
石津会長
事務局
山崎委員

前手委員

明橋委員

石津会長
	（衞係長よりアンケート調査結果について説明）
説明を聞いて質問や意見ないか。

11ページ下から4行目、「98.1％」は「88.1％」の間違いではないか。

間違いである。訂正いただきたい。

「相談窓口を知っている」の「知っている」は、単に名前を聞いたことがあって「知っている」のか、利用の仕方も「知っている」のか、もっと踏み込んで聞いてほしい。窓口いろいろあるが、どのようにして利用しているのかがとても大事だと思う。例えばスクールカウンセラーには、子どもが直接相談することはない。学校からのアドバイスがあって初めて利用するものである。アンケートの取り方を検討した方がいい。

利用の仕方まで聞いた方がいいということか。

利用の仕方まで知っていると把握した上で聞くと、数値的にもっと減ってしまうのではないかと思う。認識してもらう場が必要。

また、相談窓口を利用しない理由に多かった【相談するほどの悩みがない】についてだが、子どもたちの中で【相談するほどの】という認識がどの程度のものなのか疑問である。これがかなり深刻な悩みでないと相談できないと思っているのであれば、子どもたちにとって相談窓口は敷居の高いものになっているということである。

このままだと表面的なアンケートになってしまっている気がする。ぜひ検討してほしい。

例えば、教育相談室は布目庁舎別館教育センターにあり、○○について相談できる・・・というところまで説明すればいいのか。

子どもたちが利用できるところだということが分かればいい。名前を知っているだけでなく、こういう悩みを聞いてくれるんだということを知ってもらいたい。学校なり行政側が教えていくことが必要。

相談窓口については、中身も大事だがアクセス方法だけは伝えるべき。クリアファイルやカードを子どもたちに配って啓発していくと交果があるときく。ぜひ射水市も検討していただきたい。

他に意見ないか。

ここに書いてある相談窓口を利用したことがある子どもたちは、担任の先生には悩みを言わないのか。言えないから他の相談窓口へいくのか。本当は子どもに一番近い立場にいる先生に聞いてもらえたらいいと思うのだが。先生もオールマイティではないので大変だと思うが、もう少し子どもに寄り添っていただけたらと思う。
不登校の生徒には家庭訪問を行うなど、決して何もしていないわけではないが、言われるとおり。中学生ともなると、先生は点数つける存在としてみる傾向があるのも理由のひとつ。親しく子どもの目線にたち話を聞いている先生もいるが、そうできない先生もいるのが現状。生徒との関係を築くのには時間もかかるし、すぐに結果がでるものでもない。一般の方の目からすると不十分に思われるかもしれない。
小学校においては、学期ごとに担任が児童の悩みを把握する相談週間がある。把握した担任は、相談ケースに応じて教育センターや児童相談所につなげるいわゆるコーディネター役をつとめる。このことが、児童が直接相談窓口を訪ねない理由になっているのかもしれない。

子どもたちのコミュニケーションの手段が変わってきたことにも原因があるのでは。電話、メール、ＳＮＳの時代になった。悪いものでは学校裏サイトというものがあるが、極端な話、そういったものを利用して子どもたちの本音を聞き出すことも方法のひとつ。

28ページに【相談しても無駄】と回答している子どもがいるのが気になる。あきらめてしまっている。先生にはぜひ、子どもたちにあきらめないでと言い続けてほしい。

そうかと思えば、18ページのところで、子どもたちが地域の人に望むこととして【困っている子どもを見たら助けてほしい】と思っている。やはり、あきらめている反面、誰かに助けてもらいたいと思っているのだと思った。

あと、14ページにいじめをなくすためにはどうしたらいいかという問いに対する回答の中で、いじめられた方のケアよりいじめた人をなんとかしてほしいという回答が圧倒的に多い。これらのことを大人がどうとらえて対処していくかが課題。

22ページの【相談できる人は誰か】という問いに対する答えの中にもあるが、家族や友だちに次いで「先生」をあげている。子どもたちにとってはやはり「先生」は相談できる人の一人になっている。ぜひ相談にのっていただきたい。逆に先生とうまくいかない子や相談してもわかってもらえないというときに、じゃあ次はどこへ相談するか。そういうときに地域の相談窓口の果たす役割は大きい。

小中学校では定期的にいじめ調査や困ったこと調査を行っているが、なかなか正直に書いてもらえず把握しきれていないのが現状である。書いてもらえば対処の仕方もある。感度のいい先生は、いいタイミングで声かけてくれる。目に見えるものであれば対処のしようもあるが、目に見えずタイミングをはずしてしまう場合もある。

子どもたちを見ていれば何か前兆があったり発信するものがあるはずだが、それをどうとらえてやるかというのは、やはり先生によっては差があり力量が必要になってくる。

いじめの問題は複雑であるが、学校だけの問題でない。家庭での基盤がしっかりしていないと学校生活にも影響を及ぼすのでは。子どもが家庭でしっかり甘えられて安心感をもてる基盤作り必要。家庭での役割も重要であると考える。

指標項目に【家庭教育に関する学習会、相談会参加率】というのがあるが、46.6％とあるのは何に対する率か。
就学時健診時に行われている子育て井戸端会議の参加率と聞いている。家庭教育アドバイザーによる相談会で、保護者を対象として行っている。
最後の37ページ【子どもが笑顔で暮らすためにはどうすればいいか】についての要望は、子どもたちのひとつの信号として受け止め、ささいなことでもかなえてやってほしい。気持ち救われるような内容多い。
18ページの【地域の皆さんに望むこと】について、「困っている子をみたら助けてほしい」「悪いことをしている子どもを見たら注意してほしい」という回答がとても多いが、これは実際いじめなどがあるということ。次に続く質問が【不安や悩みがあるときに相談できる人はいますか】【相談できる人はだれですか】となっているが、これを「いじめがあるとき」にすると、また違った答えが返ってくるはずである。不安や悩みの内容によって相談する相手が違ってくると思うので、質問の内容を分けたほうがいい。
9ページの【どんなときに大切に思われているか】については、読んでいるだけでも涙がでてくる。子どもたちは決して自分の好きなものを買ってくれるとかゲームをさせてくれるからというのではなく、「話を聞いてくれるとき」「困ったとき助けてくれたとき」と答えている。親御さんや先生方にはぜひ、この子どもたちの言葉を見てもらいたい。ホームページなどにのせて啓発していってもらえたらいい。
他にないか。ないようなら、これで本日の会議を終了したい。


松岡福祉保健部長あいさつ
閉　会　　１４時４５分
